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	 事務局への連絡は Faxまたは e-mailを
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y 

Ⅰ．体育史学会 2014 年度学会大会（例年の春季定例研究会）の開催について 

	 体育史学会 2014年度学会大会は，下記のとおり 5月 10日（土）および 11日（日）
の両日，神戸大学発達科学部（兵庫県神戸市）において開催することになりました。

発表を希望される会員は，2014年 3月 31日（月）までに発表要旨（抄録）を MS-WORD
書式で作成し，その貼付ファイルを体育史学会事務局までメールにてお送りください。 

送付先：体育史学会事務局アドレス：taiikushi_office@taiikushi.org 
 

	 なお，発表要旨（抄録）は A4 サイズ， 40 字× 40 行× 2 頁以内で作成してくだ
さい。（プログラムや会場までのアクセスなどの詳細については，HPおよび次号の会
報でお知らせいたします。）	 

	 

学会大会（春季定例研究会）は秋元忍会員（神戸大学）のお世話により，下記の要領

で開催されます。 
 期日：平成 25 年 5 月 10 日（土）及び 11 日（日） 
場所：神戸大学発達科学部（〒657-8501 兵庫県神戸市灘区鶴甲 3-11） 
阪急神戸線「六甲」駅、JR 神戸線「六甲道」駅、阪神本線「御影」駅より、神戸市バス

36 系統「鶴甲団地」行き（「鶴甲 2 丁目止」行きでも可）乗車、「神大発達科学部前」で

下車、バス停より徒歩すぐ。 
■阪急神戸線「六甲」駅：北側（山）側バス停より市バス 36 系統乗車（約 16 分） 

 阪急「神戸三宮」駅より 阪急神戸本線に乗車（約 6 分）し， 阪急「六甲」駅で下車。 
 阪急「梅田」駅より 阪急神戸本線に乗車（約 28 分）し， 阪急「六甲」駅で下車。 
■JR 神戸線「六甲道」駅：北側バス乗り場より市バス 36 系統乗車（約 22 分） 

 JR「三ノ宮」駅より JR 神戸線（大阪方面）に乗車（約 5 分）し，JR「六甲道」駅で下

車。 
 JR「大阪」駅より JR 神戸線（三ノ宮方面）に乗車（約 23 分）し，JR「六甲道」駅で下

車。 
■阪神本線「御影」駅：北側バス乗り場より市バス 36 系統乗車（約 33 分） 

 阪神「梅田」駅より 阪神本線に乗車（約 24 分）し，阪神「御影」駅で下車。 
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開催会場・教室（研究発表および懇親会）の詳細は，次号会報（平成 25 年 4 月 15 日

発 行 予 定 ）及 び体 育 史 学 会 （体 育 史 専 門 分 科 会 ）ホームページをご覧 下 さい。

（http://www.taiikushi.org） 
第１日目，一般研究発表・体育史研究・研究方法セミナー（学会企画）および懇親会

（10 日），第 2 日目研究発表・総会（1１日）の予定です。 
5 月 10 日（土）14:00～17:30 一般研究発表，研究セミナー終了後 懇親会を開催し

ます。 
5 月 1１日（日） 9:00～11:30 一般研究発表，11:30～12:30 総会 
 研究発表は，発表時間 25 分質疑 15 分，計 40 分程度を予定しますが，演題数によ

り，多少の増減があることをお含み置き下さい。学会大会のプログラムや懇親会の詳細

は次号にてお知らせいたします。冊子体の発表抄録集も作成し，全会員に発送する予

定です。 
 
＜学会企画（体育史研究・研究方法セミナー）＞ 

16:30～17:30 第１日目 一般研究発表終了後  
（趣旨） 
一般研究発表に加えて，学会大会で若手の先生方や院生へのレクチャー形式で「体

育史研究・研究方法セミナー」と 題する内容をプログラムに組み入れ，今回は奈良女

子大学名誉教授の山本徳郎先生にご登壇いただけることになりました。 
 
演者 山 本 徳 郎（奈良女子大学名誉教授）  
「初期トゥルネンの研究で考えていたこと」（仮） 
 
司会 有 賀 郁 敏（立命館大学）	 

	 

	 

Ⅱ．日本体育学会第 65 回大会におけるシンポジウムおよびキーノートレクチ

ャーの実施について 

	 日本体育学会第 65 回大会は 2014 年 8 月 25 日（月）から 28 日（木）まで、岩手
県盛岡市のアイーナ（いわて県民情報交流センター）・マリオス（盛岡地域交流センタ

ー）・岩手大学において開催されます。専門領域体育史では、シンポジウムおよびキー

ノートレクチャーを実施する予定です。（第 65回大会では隣接領域の企画の重複を避
けるため日程は他の専門領域と調整中ですが，27日（水）に開催する方向で進めてい
ます）	 

 
（１）専門領域体育史シンポジウム 
① 日程：2014年 8月 26日（火）〜28日（木）の期間（詳細未定、25日（月）は

日本体育学会第 65回大会国際シンポジウムが開催される予定です） 
② テーマ：スポーツの競技・種目史のこれまでとこれから−その意義と課題− 
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③ 演者： 
	 ホッケー史の観点から：秋元忍（神戸大学） 
	 スキー史の観点から：新井博（びわこ成蹊スポーツ大学） 
	 バスケットボール史の観点から：及川佑介（東京女子体育大学） 
	 テニス史の観点から：後藤光将（明治大学） 
④ コーディネーター：鈴木明哲（東京学芸大学） 
 
（２）専門領域体育史キーノートレクチャー 
	 「日本における女子体育教師史研究」 
	 	 	 演	 者：	 掛水通子（東京女子体育大学） 
	 	 	 司	 会：	 來田享子（中京大学） 
 
Ⅲ．『体育史研究』編集委員会より 

	 『体育史研究』第 31号には、8編（原著論文 4、研究資料 4）の投稿があり、編集
委員会による審査手続きが行われました。第 31号には審査を終了した原著論文 2編、
研究資料 2編および、日本体育学会第 63回・第 64回大会時のシンポジウム報告を加
えて発行する予定です。 
	 なお『体育史研究』への投稿の受付と審査は年間を通して行われておりますが，各

年度の投稿締め切りは 9月末となっております。詳細については『体育史研究』第 20
号以降に掲載されている投稿規程、学会ホームページをご覧ください。 
（http://taiikushi.org/kenkyu/data.html） 
	 投稿先は編集委員会事務局の秋元忍先生の所属勤務先です。なお、第 31 号よりフ
ァイル容量等によっては、メールに添付したデジタルファイルで投稿することも可能

です。デジタルファイルでの投稿を希望される場合は、体育史学会事務局のメールア

ドレスまでお送りください。 
 
＜『体育史研究』投稿原稿送付先（郵送）＞ 

〒６５７−８５０１	 神戸市灘区鶴甲３−１１ 
	 神戸大学大学院	 人間発達環境学研究科 
	 秋元忍研究室気付	 『体育史研究』編集委員会 

＜『体育史研究』投稿原稿送付先（メール）＞ 
E-mail	 taiikushi_office@taiikushi.org	 

	 

Ⅳ．会報の電子化に伴う会員による e-mai l  の登録について（お願い） 

（１）体育史学会では会報を電子化し、会員メーリングリストによって閲覧のご案内

をお送りしています。体育史学会会員は以下のアドレス使用の用途をご理解の上、

e-mailアドレス登録にご協力ください。 
 
〔e-mailアドレス使用の用途〕 
① 以下の②〜④の用途に会員のメールアドレスを使用し，その他の用途には使用しない
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こととする。	 

② 体育史学会からの会報等（添付資料 MS-WORD 書式）を配信するために会員（正会員，

準会員，名誉会員）からお申し出のアドレスを使用する。複数のアドレスでもよいこ

ととする。ただし，携帯電話のメールアドレスは不可とする。	 

③ 体育史学会に関する事務局からの連絡や会員への問い合わせに使用する。	 

④ 一般社団法人日本体育学会事務局からの体育史学会会員への連絡事項や会員への問い

合わせに使用する。	 

	 

〔e-mailアドレスの事務局への新規登録／登録アドレス変更方法〕 
（方法 A）事務局宛にメールで連絡する 
① 事務局（來田享子，中京大学，taiikushi_office@taiikushi.org）にメールを送付す

る。件名：体育史学会メール登録，メール本文に「会員氏名，メールアドレス」を入

力する。	 

② 事務局長からのメール返信（会員メールアドレス，このメールが体育史学会事務局へ

登録されました。）によって，登録手続きが完了したこととする。	 

メール返信は，自動化されていませんので，事務局長不在の際は，返信が遅れること

があります。返信がない場合は，再度送信していただくか，メールか，ファックスで

問い合わせて下さい。	 

（方法 B）学会ホームページの専用ページ（入会&登録変更フォーム）から送信する 
http://taiikushi.org/%E5%85%A5%E4%BC%9A%EF%BD%A5%E4%BC%9A%E5%93%A1%E7%99%BB%E9%

8C%B2%E5%A4%89%E6%9B%B4.html	 

 
（２）HPに会報をアップした旨のメールを登録メールアドレス宛に配信いたします。
そして，会報の内容を体育史学会ホームページ（http://www.taiikushi.org）よりご覧
いただくようにしております。 
	 また，会報の受け取りや事務局からの連絡について，e-mailをお使いにならない会
員は，はがきか封書でその旨事務局にご連絡下さい。e-mailをお使いにならない会員
に対しては，そのお申し出を受けて封筒による紙媒体で会報をお送りいたします。 
	 

Ⅴ．会費を銀行口座からの自動引き落としによって納入されていない会員の方へ  

	 2014（平成 26）年度会費は，郵便振替または，ゆうちょ銀行への振り込みをご利
用下さい。（学会名の変更および役員改選にともない、口座番号が 2013 年 7 月 22 日
より変更になっていますのでご注意ください） 
	 	 

	 ①郵便振替を利用される場合	 

	 	 	 記号番号	 ００１８０−０−３８６４４４	 加入者名	 体育史学会	 

②銀行振り込みを利用される場合	 

	 	 ゆうちょ銀行総合口座	 

	 	 １００２０	 ７６０３０６７１	 口座名義	 体育史学会	 

  


